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	課題名：13.　イワガキ資源調査
	事業名：イワガキ資源回復技術開発試験
	予算額：2,876千円（単県）
	期間　：平成20～24年度
	主担当：増殖技術室（山田英明）
	目的　：
	また，資源の積極的培養措置であるカキ礁等の漁場造成や，岩盤清掃等による稚貝の付着促進，商品価値の高い［平ガキ］の移植放流，漁場管理の取組みを講ずることによって，イワガキ資源の回復と持続可能な「夏輝」の安定漁獲を目指す．

